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表-1 試験液の生菌数測定結果

試験菌 対  象
生菌数 (/mL)

開始時
* 30秒後 上分後 5分後

セ レウス菌

(芽胞 )

検  体 5.7× 105 〈10 く10 〈10

対  照 5.7× 105 5.2× 105

検  体 1.0× 106 〈100 〈100 〈100

カンピロバクター ‐……‐――――一―――――‐―‐‐一‐――――――一―――‐‐…

対  照 1.0× 106   2.8× 105 9.7× 105   3.0× 106

検  体 7.1× 105 〈10 〈10 〈10
大腸菌

(0157:H7)
対  照 7.1× 10b 7.0× 105

検  体 2.3× 107 〈100 〈100 〈100
レジオネラ

対  照 2.3× 107 1.9× 107

検  体 5.7× 105 〈10 く10 〈10

緑膿菌
対  照 5.7× 105 6.6× 105

検  体 5.6× 105 〈10 〈10 〈10

サルモネラ
対  照 5.6× 105 6.2× 105

検  体 7.2× 105 〈10 〈10 〈10

黄色ブ ドウ球菌
対  照 7.2× 105 5.1× 105

検  体 4.1× 105 〈10 〈10 〈10

白癬菌
対  照 4.1× 105 4.4× 105

〈10及び〈100:検 出せず

― :実施せず

対照 :精製水 (黄色ブ ドウ球菌は生理食塩水 )

保存温度 :室温

* 菌液接種直後の対照の生菌数を測定 し,開始時とした。

日本食品分析セ″ ―


